
  千葉市バリアフリー基本構想（変更）の概要 
 

千葉市 
バリアフリー基本構想 
（平成２０年８月策定） 

千葉市 
バリアフリー基本構想 
（平成２４年７月変更） 

総合計画 

１ 基本構想の変更について 

  

本市では平成１８年の「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー新法）の制定、

及び国による「基本方針」の策定を受け、平成２０年８月に「千葉市バリアフリー基本構想」を策定しました。

これに基づき、高齢者、障害者等を始めとする、すべての人に利用しやすい施設等を実現するためのバリアフリ

ー施策を実施してきました。 

平成２３年のバリアフリー化の目標の再設定等を内容とする国の「基本方針」の改正を受けて、本基本構想を

変更することとしました。 

今後も引き続き、本基本構想に基づき、バリアフリー化を推進します。 

 

２ 主な変更点について 

 

本基本構想の改正については、「千葉市新基本計画」、「千葉市新基本計画第１次実施計画」、さらには道路等特定

事業計画等の考え方と整合を図りながら、国の示すバリアフリー化の目標年次、目標値と同様に再設定します。 

また、必要な個所の時点修正を行います。（右の表を参照） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 主 な 変 更 点 】 

（１） 本市のバリアフリー化における目標年次・目標値を国の基本方針と一致させる   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本市の概況（高齢者や障害者の状況、バリアフリー関連事業の取組み状況）を２３年度末現在に更新 

 

変更前 平成１９年度末   ⇒   変更後 平成２３年度末          

 

（３） 特定旅客施設の対象が、１日の利用者数3,000人以上と定義されたことによる８駅を追加  

 

       変更前（利用者数5,000人/日以上）   ⇒   変更後（利用者数3,000人/日以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）重点整備地区及び生活関連経路図を現在の土地利用状況等に合わせて修正 

（重点整備地区の箇所及び数の変更はなし）                   

■ＪＲ：18駅／18駅

・幕張本郷 ・東千葉 ・土気

・幕張 ・都賀 ・浜野

・新検見川 ・本千葉 ・海浜幕張

・稲毛 ・蘇我 ・検見川浜

・西千葉 ・鎌取 ・稲毛海岸

・千葉 ・誉田 ・千葉みなと

■京成：６駅／13駅

・幕張本郷 ・稲毛 ・千葉

・幕張駅 ・みどり台 ・千葉中央

■千葉都市モノレール：５駅／18駅

・千葉みなと ・都賀 ・千城台

・千葉 ・スポーツセンター

■ＪＲ：18駅／18駅

・幕張本郷 ・東千葉 ・土気

・幕張 ・都賀 ・浜野

・新検見川 ・本千葉 ・海浜幕張

・稲毛 ・蘇我 ・検見川浜

・西千葉 ・鎌取 ・稲毛海岸

・千葉 ・誉田 ・千葉みなと

■京成：１０駅／13駅

・幕張本郷 ・千葉 ・学園前※

・幕張駅 ・千葉中央 ・おゆみ野※

・稲毛駅 ・千葉寺※

・みどり台 ・検見川※

■千葉都市モノレール：９駅／18駅

・千葉みなと ・スポーツセンター ・作草部※

・千葉 ・千城台 ・天台※

・都賀 ・市役所前※ ・みつわ台※

基本方針（主務大臣） 
（平成１８年１２月１５日） 

 
・移動等の円滑化の意義及び目標 
・公共交通事業者、道路管理者、路
外駐車場管理者、公園管理者、特
定建築物の所有者が移動等の円滑
化のための必要な措置に関する基
本的事項 

・市町村側が作成する基本構想の指
針 等 

●千葉市地域福祉計画 

●高齢者保健福祉推進計画 

●障害者計画・障害福祉計画 

●夢はぐくむ ちば 

 子どもプラン 
・駅の旅客施設及びその周辺の地

区を重点的に整備すべき地区
として指定 

・旅客施設、道路、駅前広場、路
外駐車場、都市公園、建築物等
について移動等円滑化のための
事業に関する基本的事項 等 

道路特定事業 路外駐車場特定事業 

 
公共交通特定事業 

 

交通安全特定事業 

 

都市公園特定事業 

 
建築物特定事業 

 

バリアフリー新法 

（平成１８年６月２１日） 
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基本方針（主務大臣） 
（平成２３年３月３１日改正） 

 
・旅客施設や車両、道路、公園、
建築物等について、平成 32 年
度末を期限として、より高い水
準の新たなバリアフリー化の
目標を設定 

 
・特定旅客施設の基準の改正  
              等 

 

改

正 

変
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○変更概要 
・本市のバリアフリー化における

目標年次・目標値を国の基本方
針と整合させる 

・特定旅客施設の追加設定 等 

変更前目標
（平成22年末）

変更後目標
（平成32年度末）

100%

原則100%
この場合、地域の要請及び支援の下、鉄軌道駅の構造等の制約
条件を踏まえ可能な限りの整備を行う。その他、地域の実情にかん
がみ、利用者数のみならず利用実態をふまえて可能な限りバリア
フリー化。

ホームドア・可動式ホーム柵 ―

車両扉の統一等の技術的困難さ、停車時分の増大等
のサービス低下、膨大な投資費用等の課題を総合的
に勘案した上で、優先的に整備すべき駅を検討し、地
域の支援の下、可能な限り設置を促進

約50％ 約70%

原則100%
原則100%
その他、地域の実情にかんがみ、利用者数のみならず利用実態等
をふまえて可能な限りバリアフリー化。

ノンステップバス 約30%
約70%
（ノンステップバスの目標については、対象から適用除外車両（リフ
トまたはスロープ付きバス）を除外）

リフトまたはスロープ付きバス ― 約25%

タクシー 約18,000台 約28,000台（全国）

道路 原則100% 原則100％

約45％ 約60％

約35％ 約60％

約30％
約45％

路外駐車場 約40％ 約70％

建築物 約50％ 約60％

信号機等 原則100% 原則100％

※変更前：利用者数5,000人/日以上のもの　　変更後：利用者数3,000人/日以上のもの

不特定多数の者等が利用する建築物
　（段差解消、車いす使用者駐車場施設及び便所の設置など）

主要な生活関連経路を構成する道路に設置されている信号機等
　（視覚障害者のための音響機能、高齢者などのための歩行者用青
　時間を延長機能の信号機など）

バス

バスターミナル＊
　（通路の段差解消、点字ブロックの設置など）

乗合バス

福祉タクシー車両
　（車いすまたは寝台等の使用設備の設置）
重点整備地区内の主要な生活関連経路を構成する道路
　（段差の解消、緩い勾配の歩道、点字ブロック設置など）

都市公園

移動円滑化園路
　（段差の解消、幅員の確保、緩い勾配の園路など）

駐車場
　（車いす使用者駐車場施設の設置など）
便所
　（車いす使用者の便所など）

対象

鉄軌道

鉄軌道駅＊
　（段差解消、車いす使用者便所や点字ブロックの設置など）

鉄軌道車両
　（視覚情報及び聴覚情報提供設備、車いすスペースの設置など）

特定路外駐車場
　（車いす使用者駐車場施設の設置、段差の解消など）

 

基本構想 

 

基本計画 

 

実施計画 


